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2' ユ月′∂ い 3種郵便働認つ

生
駒
の
原
風
景

圏

ベ
ン
ズ
リ
の
道
を
辿
る

翻

■
ベ
ン
ズ
リ

生
駒
市
壱
分

（い
ち
ぶ
）

町
の
往
馬

（
い
こ
ま
）
大
社

（往
馬
坐
伊
古
麻
都
比
古
神

社
）
は
、
同
市
の
申
部
と
南

部
の
広
域
を
氏
子
圏
と
す
る

郷
社
（江
戸
時
代
は
１７
カ
じ

で
、
珍
し
い
火
祭
り
が
毎
年

１０
月
に
行
わ
れ
る

（県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）
。

祭
り
は
、
氏
子
が
神
社
を

境
に
北
と
南
の
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
競
い
な
が
ら
進

行
す
る
。
な
か
で
も
青
年
が

高
座

（た
か
ざ
、
御
旅
所
）

か
ら
、
燃
え
盛
る
松
明

（た

い
ま
つ
）
を
担
い
で

一
気
に

石
段
を
駆
け
下
り
る

「火
取

り
行
事
」
が
呼
び
物
で
あ
る

が
、
神
輿

（み
こ
し
）
を
誘

導
し
、

「ベ
ン
ズ
リ
の
替

と
い
う
独
特
の
舞
を
奉
納

し
、
火
取
の
勝
敗
を
判
定
す

る
南
北
４
人
ず
つ
の
ベ
ン
ズ

リ

（弁
随
）
と
い
う
所
役
も

注
目
に
値
す
る
。
彼
ら
は
祭

り
当
日
、
高
良

（こ
う
ら
、

た
か
ら
）
社
と
春
日
社
と
い

う
小
祠

（し
ょ
う
し
）
に
参

っ
て
か
ら
神
社
に
参
入
す
る

が
、
冬
枯
れ
の
１
月
、
ベ
ン

ズ
リ
の
歩
く
経
路
を
辿

（た

ど
）
っ
て
み
た
”

■
高
良
社

高
良
社
は
ヽ
菜
畑

（な
ば

た
）
の
集
落
の
南
東
の
瓦
谷

の
高
台
に
あ
る
。
周
り
は
新

興
住
宅
に
埋
め
尽
く
さ
れ
、

わ
ず
か
な
敷
地
に
武
内
宿
福

（た
け
の
う
ち
の
す
く
ね
）

と
大
伴
武
以

（お
お
と
も
の

た
け
、も
ち
）
を
祀

（ま
つ
）

る
二
つ
の
祠

（ほ
こ
ら
）
が

西
面
し
て
生
駒
山
に
対
し
て

い
る
。
傍
ら
に
は
、
浄
明
寺

と
も
大
日
寺
と
も
い
う
寺
も

あ
っ
た
と
い
・つ
¨

菜
畑
の
人
々
が
務
め
る
北

の
４
人
の
ベ
ン
ズ
リ
が
朝
９

時
に
こ
こ
に
集
ま
り
、
酒
盛

り
を
し
て
ベ
ン
ズ
リ
の
舞
を

し
て
か
ら
、
１０
時
半
頃
に
は

春
日
社
へ
向
か
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

■
馬
道

高
良
社
か
ら
清
滝
街
道

自

道
１
６
８
号
）
を
南
下

す
る
と
、
壱
分
駅
に
至
る
。

道
は
壱
分
の
集
落
の
西
端
か

ら
南
に
廻

（ま
わ
）
り
、
さ

ら
に
少
し
南
下
す
る
と
、
荒

起
こ
し
し
た
田
圃
分
た
ん
ぼ
）

の
向
こ
う
に
、
雄
大
な
生
駒

山
系
が
見
え
て
く
る
。

壱
分
の
称
名
寺
下
の
チ
ン

チ
ン
ヤ
プ
か
ら
春
日
社
に
至

る
道
は

「馬
道
」
と
呼
ば
れ
、

ベ
ン
ズ
リ
は
、
か
つ
て
は
馬

に
乗
っ
て
渡
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
、
村
中
の
者
が
待
ち

構
え
て
い
て
ベ
ン
ズ
リ
が
乗

る
馬
を

一
斉
に
棒
で
叩

（た

た
）
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が

「ド
ン
マ
追
い
」
だ
っ
た
。

■
春
日
社

さ
ら
に
道
を
南
下
す
る

と
、
第
二
阪
奈
道
路

（１
９

９
７
年
開
通
）
が
行
く
手
を

遮
る
。
白
地
に
青
や
緑
の
ラ

イ
ン
が
施
さ
れ
た
巨
大
な
ト

ン
ネ
ル
が
地
面
を
這

（は
）

い
、
悠
久
の
時
を
偲
（し
の
）

ば
せ
る
光
景
は

一
変
す
る
。

下
を
潜
っ
て
別
院
川
を
渡

る
と
、
左
手
に
ベ
ッ
ツ
イ
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
モ
リ
が
あ

る
。
天
児
屋
根
命

（あ
め
の

こ
や
ね
の
み
こ
と
）
や
天
照

大
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み

か
み
）
な
ど
四
柱
が
南
面
し

て
祀
ら
れ
、
往
馬
大
社
の
別

院
と
も
旧
鎮
座
地
と
も
さ
れ

て
い
る
。　
　
　
　
　
イ

社
前
で
南
北
の
ベ
ン
ズ
リ

が

一
堂
に
会
し
、
ゴ
ザ
を
敷

い
て
酒
盛
り
が
行
わ
れ
、
今

度
は
８
人
で
ベ
ン
ズ
リ
の
舞

が
行
わ
れ
る
。
第
二
阪
奈
道

路
が
な
い
頃
の
、
ひ
な
び
た

光
景
を
思
い
出
す
と
隔
世
の

感
が
あ
る
。

■
文
殊
橋

ベ
ッ
ツ
イ
の
モ
リ
を
出

て
、
地
蔵
が
祀
ら
れ
る
辻
を

西
に
曲
が
る
。
近
鉄
生
駒
線
、

続
い
て
文
殊
橋
を
渡
っ
て
生

駒
川

（龍
口
川
）
を
越
え
る

と
、
ま
た
地
蔵
が
祀
ら
れ
た

辻
が
あ
り
、
こ
こ
を
右
に
取

る
。
そ
の
ま
ま
行
け
ば
有
里

の
竹
林
寺
と
行
基
墓
で
あ
る

が
、
す
ぐ
右
の
あ
ぜ
道
の
よ

う
な
道
を
北
へ
進
む
と
、
再

び
目
の
前
に
第
二
阪
奈
の
自

い
ト
ン
ネ
ル
に
突
き
当
た

る
。
潜
る
と
左
手
に
生
駒
山

が
追
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ

こ
か
ら
北
に
歩
く
と
地
蔵
を

祀
る
辻
が
あ
り
、
往
馬
大
社

の
モ
リ
が
現
れ
る
。

ベ
ン
ズ
リ
達

（た
ち
）
は

１
時
頃
に
は
境
内
の
籠
所

（斎
館
）
に
入
り
、
迎
え
が

何
度
も
訪
れ
る
ま
で
酒
盛
り

を
続
け
る
。

■
生
駒
の
原
風
景

ベ
ン
ズ
リ
は
生
駒
川
を
挟

ん
で
、
そ
の
南
北
を
ぐ
る
り

と
廻
っ
て
か
ら
神
社
に
参
入

す
る
。
こ
れ
は
昔
の
社
領
を

検
分
す
る
た
め
と
も
、
祭
り

を
春
日
社
に
報
告
す
る
た
め

と
も
い
う
。
二
つ
の
小
祠
と

こ
こ
を
巡
拝
す
る
意
味
は
さ

ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
こ

の
巡
拝
の
道
は
生
駒
谷
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
。

ベ
ン
ズ
リ
の
道
を
辿
っ
て

気
付
く
の
は
、
そ
こ
に
い
つ

も
秀
麗
で
か
つ
圧
倒
的
な
存

在
感
を
見
せ
る
生
駒
山
の
姿

が
あ
る
こ
と
だ
。
生
駒
谷
は

単
な
る
生
駒
川
の
谷
筋
で
は

な
く
、
生
駒
山
を
真
近
に
仰

ぎ
見
る
こ
と
の
で
き
る

一
塊

の
場
で
あ
り
、
生
駒
山
の
信

仰
圏
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ

の
山
を
拝
す
る
場
と
し
て
、

往
馬
大
社
が
鎮
座
し
て
い

る
。
こ
れ
を
生
々
し
く
再
確

認
さ
せ
る
の
が
、
ベ
ン
ズ
リ

の
道
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

生
駒
山
は
、
市
の
景
観
計

画
で
も
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
生
駒
駅

前
な
ど
の
開
発
状
況
を
見
て

も
、
こ
れ
ま
で
こ
の
山
が
作

り
出
す
景
観
に
配
慮
さ
れ
た

よ
う
に
は
見
え
な
い
。
長
年

に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
の
中
で

形
成
さ
れ
て
き
た
有
形
無
形

の
営
み
の
総
体
と
し
て
の

「民
俗
景
観
」
は
、
急
速
に

蝕
ま
れ
て
い
る
。

年
に

一
度
、
祭
り
の
た
び

毎

う
」と
）
に
蘇

（よ
み
が

え
）
る
ベ
ン
ズ
リ
の
道
は
、

太
古
か
ら
の
生
駒
山
の
民
俗

信
仰
と
景
観
を
見
い
出
す
機

会
で
あ
り
、
将
来
の
景
観
形

成
を
考
え
る
重
要
な
鍵
と
な

る
道
だ
ろ
う
。

（し
か
た
に
い
さ
お
＝
奈

良
民
俗
文
化
研
究
所
代
奉

将
来
の
景
観
形
成
す
る
鍵

馬道 か ら見 た生 駒 山


